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放課後児童健全育成事業の質の向上に向けた取組について 

 

 本市では小学生の放課後等の居場所として、学校施設などを活用した「放課後キッズクラ

ブ事業（以下「キッズクラブ」という。）」と、地域の理解と協力のもとで運営している「放

課後児童クラブ事業（以下「児童クラブ」という。）」の２つの放課後児童健全育成事業を実

施しています。 

キッズクラブについては令和２年度の全校設置後に、利用者のニーズ等に応じた質的拡充

ができるようこれまで検討を進めており、昨年度は常任委員会においても見直しの方向性や

３年度における見直しの取組等についてご報告をさせていただきました。この度、児童クラ

ブを含めた放課後児童健全育成事業の４年度に向けた見直しの方向性案等をまとめましたの

でご報告します。 

 

 

１ 検討の経過                                            

２年度では、平成 30 年度に実施した調査結果等をもとにキッズクラブの見直しの方向性

をまとめ、「子ども・子育て会議 放課後部会」を中心とした関係者の皆さまとの検討を行

い、短時間の預かりのニーズに対応した新区分の創設など令和３年度に着手する見直し内容

をまとめました。また、遊びの場の充実や、人材の確保・育成等の支援による運営法人の安

定化、アンケート結果でニーズの高い要望事項などについては、継続して検討することとし

ました。 

そこで３年度は、児童クラブも含め質の向上について検討してきました。検討にあたって

は、現場の意見を一層反映させるため、有識者や関係者の皆さまから広く意見を聴取する検

討会や事業にかかわる関係者の皆さまに対してアンケートを実施したうえで、「子ども・子

育て会議 放課後部会」の有識者の皆さまにもご意見を賜りながら、４年度の見直しの方向

性案をまとめました。 

 

【参考１】「子ども・子育て会議 放課後部会」の概要  

 横浜市子ども・子育て会議条例に基づき、「横浜市子ども・子育て支援事業計画」における放課後

事業関連の調査審議と、国が示す「新・放課後子ども総合プラン」における、市町村が設置する運営

委員会の役割を兼ねた審議会です。 

 

  放課後部会 委員(※は臨時委員) ９名 

(有 識 者) 千葉敬愛短期大学学長、文教大学人間科学部准教授 

   (関係者等) 横浜市青少年指導員連絡協議会委員、横浜市ＰＴＡ連絡協議会副会長、 

横浜市主任児童委員連絡会委員、市民委員、横浜市子ども会連絡協議会会長(※)、 

横浜障害児を守る連絡協議会副会長(※)、横浜市小学校長会副会長(※) 

令 和 ３ 年 1 2 月 1 5 日 
こども青少年・教育委員会 
こ ど も 青 少 年 局 



2 
 

【参考２】検討会（懇談会）の概要   

主な意見聴取事項 委員 

・人材確保、育成等の支援 

・地域立上げ型の NPO 法人や運営委員会形式のク

ラブの支援 

・キッズクラブの「遊びの場」、「生活の場」の充実 

・子ども・子育て会議 放課後部会 委員 

・キッズクラブ関係者 

・児童クラブ関係者 

・本市課長級職員 

 

【参考３】アンケートの概要 

事業 キッズクラブ 児童クラブ 

対象 運営法人 現場責任者（主任） 保護者 子ども 運営主体 

実施

期間 

９月 30日 

～10月 13日 

９月 30日 

～10月 13日 

９月 30日 

～10月 20日 

９月末 

～10月 21日 

９月 30日 

～10月 15日 

実施

方法 

運営法人に 

依頼 
主任に依頼 

キッズクラブを

経由して利用す

る保護者へ依頼 

検討会に参加し

ている検討委員

のクラブに依頼 

運営主体に 

依頼 

回答

数 

100法人 

/110法人 

（90.9％） 

324人 

/339人 

（95.6％） 

6,461人 
【参考】（R3.4時点） 

クラブ登録者数 

53,025人 

388人 

（９つのクラブ

を対象に実施） 

188クラブ 

/223クラブ 

（84.3％） 

 

２ ３年度のキッズクラブの見直しについて                                                                                                        
（1）３年度の主な見直しの内容（「別紙１」のとおり） 

  ア 利用ニーズに対応した短時間利用の「新区分」を創設 

イ 「遊びの場」の利用時間の短縮や感染症や猛暑等の状況下での利用制限、土曜日の区

分１の利用を廃止 

ウ 利用料減免制度の対象範囲の拡充（市民税所得割非課税世帯又は生活保護世帯から、

就学援助世帯まで拡充） 

（2）見直しに対する評価等 

   保護者や子どもの満足度等が高いため、３年度の見直しに対して概ね評価を得ること

ができています。 

 

ア キッズクラブの活動内容等について満足していますか。【保護者向けアンケート】 

（n＝6,461（R3調査）、13,474（H30調査））

 

38.0%

満足, 46.4%

41.7%

やや満足, 44.0%

12.8%

やや不満, 
8.0%

2.7%

不満,
1.5%

不明等, 
4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30調査

R3調査

90.4％ 

79.7％ 
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イ キッズクラブはたのしいですか。【子ども向けアンケート】      （n＝388） 

％：小数点第２位以下四捨五入 

 

 

 

３ 令和４年度に向けた見直しの方向性案                                                                                                        
（1）人材確保、育成等の支援 

ア 人材確保 

現在実施しているウェブサイトやチラシでの周知に加え、クラブが採用したい人材に

合わせた効果的な広報手段（ＳＮＳ等）の活用や周知先の拡大等広報を強化していきま

す。また、新採用者向け研修やマネジメント研修に離職防止の視点を盛り込むなど、職

員及び運営主体への支援に取り組みます。 

イ 人材育成 

市が実施する人材育成研修では、職員の経験年数等のレベルに応じた講座を増設し、

個々のキャリアに即した知識・技術を身に付けることができる研修としていきます。ま

た、運営主体による人材育成が一層進むよう研修計画の策定や、法人向け研修の実施、

事業に携わる職員の交流機会の創出など人材育成の取組みを強化します。 

 

（2）地域立上げ型の NPO法人や運営委員会形式のクラブの支援 

   事務等の負担軽減のため、外部（社労士、税理士、事務受託会社等）に業務を委託でき

るよう支援を検討します。また、４年度から補助金の様式改訂や事務フローを見直し、分

かりやすく簡便な補助制度となるよう改善していきます。あわせて、運営委員会形式の児

童クラブが法人化を希望する場合には、その支援に取り組みます。 

 

（3）キッズクラブにおける「遊びの場」、「生活の場」の充実 

 ア  「遊びの場」の充実 

子どもたちに一層充実した体験・創作活動等を提供できるよう、地域で活動する皆さ

まや民間事業者の方々等との連携を支援することにより、プログラムの内容の充実に

取り組みます。また、各クラブが実践するプログラムを募集し、その内容を全てのクラ

ブに発信することで、クラブが様々なプログラムに取り組むことができるよう支援し

ます。 

  

たのしい, 
65.5%

まあたのしい,
26.8%

たのしくない, 3.4%

未回答, 4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

92.3％ 

その他、見直しに関するアンケートの結果については「別紙２」１ページのとおり 



4 
 

 

 イ  「生活の場」の充実 

コロナ禍によって働き方が多様化している中においても、「長期休業期間の朝の開所

時間を拡大」のニーズが高いため、土曜日を除くキッズクラブの開所日である学校休業

日（春季・夏季・冬季・学年末休業日、開港記念日、学校行事の振替休日）の開所時間

の前倒しを検討します。（開所時間としては、現状の８時 30分から 30分程度の前倒し

を検討） 

また、通常期と比較して預かり時間が長い７・８月については、安定的に運営を行う

ことができるよう、利用料について月額 500 円程度の増額を検討します。 

（「別紙１」３ 令和４年度（見直し案）のとおり） 

 

 

 

 
４年度に向けた取組みに関するアンケート結果については「別紙２」２～８ページの

とおり 

 



 

 

放課後キッズクラブ事業 見直しの内容 

 

 

２ 令和３年度（一部見直し後） 

変更点は下線部分 

３ 令和４年度（見直し案） 

変更点は下線部分 

 １ 令和２年度（見直し前） 

 
 

放課後子供教室事業 

（区分１） 

放課後児童健全育成事業 

（区分２)  

 役割 遊びの場 遊びの場+生活の場 

 
利用条件 

当該校に通学している児童

及び当該校区に居住してい

る児童 

「放課後子供教室」の条件に加え、留守家庭児童で

あること。 

 
利用 

時間 

平日 放課後～午後５時まで 放課後～午後７時まで 

 土・長期休業日

（学校休業日） 
午前８時 30分 

～午後５時まで 
午前８時 30分～午後７時まで 

 
利用料 

月額 無料 月額 5,000円+おやつ代 

 一時 800円+おやつ代 - 

 
放課後子供教室事業 

（区分１：わくわく） 

放課後児童健全育成事業（区分２：すくすく） 

新区分 

区分２Ａ：ゆうやけ 
 区分２Ｂ：ほしぞら 

役割 遊びの場 遊びの場+生活の場 

利用条件 

当該校に通学している児童及

び当該校区に居住している児

童 

「放課後子供教室」の条件に加え、留守家庭児童等で

あること。 

利用 

時間 

平日 
放課後～原則午後４時まで（コ

ロナや猛暑等の状況下では利用制限） 放課後～午後５時まで 放課後～午後７時まで 

①土 

②長期休業日 

（学校休業日） 

①土曜日：原則廃止 
（月１回程度プログラム実施） 

②長期休業日：２時間程度 

午前８時 30分～午後５時

まで 

午前８時 30 分～午後７時

まで 

利用料 
月額 無料 月額 2,000円+おやつ代 月額 5,000円+おやつ代 
一時 800円+おやつ代 400円 - 

 
放課後子供教室事業 

（区分１：わくわく） 

放課後児童健全育成事業（区分２：すくすく） 

新区分 

区分２Ａ：ゆうやけ 
区分２Ｂ：ほしぞら 

役割 遊びの場 (充実) 遊びの場 (充実)+生活の場 (充実) 

利用条件 

当該校に通学している児童及

び当該校区に居住している児

童 

「放課後子供教室」の条件に加え、留守家庭児童等で

あること。 

利用 

時間 

平日 
放課後～原則午後４時まで
（コロナや猛暑等の状況下では利用

制限） 
放課後～午後５時まで 放課後～午後７時まで 

①土 

②長期休業日

（学校休業日） 

①土：原則廃止 
（月１回程度プログラム実施） 

②長期休業日：２時間程度 

①土：午前８時 30分～午

後５時まで 

②長期休業日： 

原則午前８時～午後５時 

①土：午前８時 30分～午

後７時まで 

②長期休業日： 

原則午前８時～午後７時 

利用料 

月額 無料 月額 2,000円+おやつ代 月額 5,000円+おやつ代 
一時 800円+おやつ代 400円 - 
割増  500円/７，８月のみ 

別 紙 １ 
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◆アンケート結果（概要）                                                                                                          

１ ３年度のキッズクラブの見直しの評価等に関すること 

（1）新区分を導入したことにより影響はありましたか。            （n＝6,461 保護者） 

 
 

（2） 新型コロナウイルス感染防止対策として、わくわく【区分１】の利用を制限していることについ

てどう思いますか。                （n＝6,461【保護者】、100【運営法人】、324【主任】） 

 

 

（3）夏の暑さ対策として、熱中症警戒アラートが発令された場合、わくわく【区分１】の利用を制限し

ていることについてどう思いますか。        （n＝6,461【保護者】、100【運営法人】、324【主任】） 

 

 

特に影響なし,
52.5%

利用区分の選択肢
が増えてよい,

20.3%

コロナ禍にお
いても、安定
して利用でき
てよい, 8.0%

安価な利用料
で利用しやす
くなった, 

12.0%

利用しに
くくなっ
た,

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童の安全を考えると
当然である

26.0%

25.0%

31.2%

児童の安全を考えると
やむを得ない

65.4%

69.0%

67.0%

保護者の都合もあるため
制限すべきでない

8.6%

6.0%

1.9%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

運営法人

主任

児童の安全を考え
ると当然である

22.3%

27.0%

32.4%

児童の安全を考えると
やむを得ない

59.3%

62.0%

59.6%

保護者の都合もあるた
め制限すべきでない

18.3%

11.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

運営法人

主任

別 紙 ２ 
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２ 今後の見直しの内容に関すること 

（1）人材確保、育成等の支援（２事業共通） 

ア 人材確保 

（ｱ） 求人の際に困っていることはありますか。 （n＝100【キッズクラブ】、188【児童クラブ】） 

 

 

（ｲ） 常勤職員の採用に繋がった求人方法（複数回答） 

（n＝100【キッズクラブ】、188【児童クラブ】） 

 

20.0%

33.0%

17.0%

9.0%

2.0%

2.7%

3.0%

13.8%

4.0%

2.1%

43.0%

20.7%

11.0%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

キッズクラブ

児童クラブ

求人募集をしているのに応募がない
どの求人媒体を使えば有効なのかわからない
求人票に何を書くとアピールできるのかわからない
求人経費が捻出できない
求人募集をするための人的資源がない
特にない
その他

58.0%

1.0%

2.0%

3.0%

10.0%

3.0%

1.0%

0.0%

8.0%

27.0%

4.0%

8.0%

59.0%

1.6%

2.7%

2.7%

12.8%

3.7%

0.5%

1.1%

5.9%

11.7%

11.7%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

募集なし

チラシ

地域掲示板・回覧板

求人誌、地域のフリーペーパー等

求人サイト

クラブ・法人のウェブサイト

市・区役所のウェブサイト

市・区役所のチラシ

クラブの利用者関連（利用者の家族等）

クラブの事業者関連（運営主体の関係者等）

ハローワーク

その他

キッズクラブ 児童クラブ
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（ｳ） 非常勤職員の採用に繋がった求人方法（複数回答） 

（n＝100【キッズクラブ】、188【児童クラブ】） 

 

 

 

  

14.0%

6.0%

11.0%

10.0%

20.0%

7.0%

2.0%

2.0%

46.0%

51.0%

4.0%

5.0%

25.0%

12.2%

8.0%

4.3%

27.7%

10.1%

1.6%

1.6%

22.3%

25.0%

12.8%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

募集なし

チラシ

地域掲示板・回覧板

求人誌、地域のフリーペーパー等

求人サイト

クラブ・法人のウェブサイト

市・区役所のウェブサイト

市・区役所のチラシ

クラブの利用者関連（利用者の家族等）

クラブの事業者関連（運営主体の関係者等）

ハローワーク

その他

キッズクラブ 児童クラブ
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イ 人材育成 

（ｱ） 人材育成研修などの講義形式の研修をオンライン形式にした場合の課題は。 

（n＝512【全体】、324【キッズ主任】、188【児童クラブ】） 

 

 

（ｲ） 運営主体が中心となって職員向けの研修を行っていますか。 

（n＝288【全体】、100【キッズ法人】、188【児童クラブ】） 

 

 

（ｳ） 他のキッズクラブや児童クラブを訪問するなどの交流は必要だと思いますか。 

（n＝612【全体】、324【キッズ主任】、100【キッズ法人】、188【児童クラブ】）

 

43.0%

41.7%

45.2%

12.9%

13.9%

11.2%

5.1%

4.9%

5.3%

2.9%

2.8%

3.2%

7.6%

7.4%

8.0%

24.8%

25.6%

23.4%

3.7%

3.7%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

キッズ主任

児童クラブ

特に課題はない パソコン類が苦手
対面でないと頭に入ってこない オンライン環境がない
質問がその場でできない 他の参加者と話して情報交換等ができない
その他

行っている, 41.0%

47.0%

37.8%

実施するために検討中,
5.9%

9.0%

4.3%

市や区で行う研修のみ, 53.1%

44.0%

58.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

キッズ法人

児童クラブ

必要である, 71.9%

70.1%

86.0%

67.6%

必要はない,
14.4%

17.6%

10.0%

11.2%

その他,
13.7%

12.3%

4.0%

21.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

キッズ主任

キッズ法人

児童クラブ
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（2）地域立上げ型の NPO法人（キッズ）や運営委員会形式のクラブ（児童クラブ）の支援（２事業共通） 

  ア 事業を実施するにあたって特に課題や負担となっていること 

【地域立ち上げ法人及び運営委員会形式クラブのみ回答】 

   （n＝211【全体】、74【キッズ（立上げ法人）】、137【児童クラブ（運営委員会）】） 

 

    

イ 経理・労務等の事務負担軽減にあたって必要な支援 

【地域立ち上げ法人及び運営委員会形式クラブのみ回答】 

（n＝208【全体】、74【キッズ（立上げ法人）】、134【児童クラブ（運営委員会）】） 

 
 

ウ 横浜市の補助金事務について困ること（３個まで選択可） 

（n＝612【全体】、324【キッズ主任】、100【キッズ法人】、188【児童クラブ】） 

 

48.8%

39.2%

54.0%

22.7%

39.2%

13.9%

0.5%

1.4%

0.0%

1.9%

4.1%

0.7%

3.8%

9.5%

0.7%

22.3%

6.8%

30.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

キッズ
（立上げ法人）

児童クラブ
（運営委員会）

現場スタッフや保護者の事務負担が大きい
補助金制度が複雑
プログラム提供するためのノウハウが少ない
専門知識等がないため、障害児等の配慮が必要な児童の受入れが難しい
困った時に頼る組織や人がいない
その他

27.9%

12.3%

35.1%

6.3%

11.0%

3.0%

45.2%

67.1%

33.6%

5.3%

8.2%

15.4%

9.6%

20.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

キッズ
（立上げ法人）

児童クラブ
（運営委員会）

外部へ委託した場合の費用の補助 会計ソフト等の導入費用の補助

補助金申請に係る様式の簡易化 運営委員会方式から法人化への支援（児童クラブのみ）

その他

23.2%

33.3%

49.3%

30.2%

39.7%

17.2%

5.6%

7.5%

37.7%

15.7%

34.3%

25.0%

31.8%

13.9%

4.9%

8.3%

5.0%

41.0%

58.0%

40.0%

61.0%

30.0%

18.0%

3.0%

8.0%

59.6%

70.7%

34.0%

42.0%

16.0%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特になし

実績報告書の提出期限が短い

実績報告時に提出すべき資料が多い

様式がわかりづらい

補助制度が毎年変わってわかりづらい

決算の見込みが立てにくい

法人本部経費の額の確定が遅い（キッズのみ）

その他
全体 キッズ主任

キッズ法人 児童クラブ



6 
 

（3）遊びの場、生活の場の充実（キッズクラブのみ対象） 

   ア 「遊びの場」の充実 

（ｱ） お子様のためにキッズクラブに期待すること（３個まで選択可） 

 （n＝6,461【全体】、2,197【区分１】、4,264【区分２】） 

 

 

  

13.9%

38.5%

42.1%

14.2%

9.9%

4.6%

15.1%

38.0%

5.9%

7.9%

44.7%

39.3%

1.6%

1.2%

8.3%

44.2%

24.7%

13.1%

9.7%

1.7%

13.5%

43.0%

6.4%

7.6%

51.1%

38.1%

2.0%

2.3%

16.8%

35.6%

51.0%

14.8%

10.1%

6.1%

15.9%

35.4%

5.7%

8.0%

41.4%

40.0%

1.4%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

基本的生活習慣や生活のリズムを身に付けること

児童が主体的に遊べる時間

宿題をする学習習慣

体力の向上

施設・設備の充実

おやつの提供

子の成長を感じられる継続的なプログラム

イベント・行事を通した非日常的な体験・活動

地域の方々など多くの人と触れ合う機会

スタッフの遊びのコーディネート力

友達づくり

同学年以外とのかかわり

その他

特になし

全体 わくわく【区分１】 すくすく【区分２】
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（ｲ）プログラムに取り組むにあたっての必要な支援（複数選択） 

 （n＝424【全体】、74【立上げ法人】、91【立上げ法人主任】、26【公募法人】、233【公募法人主任】） 

 

イ 「生活の場」の充実 

（ｱ） 学校休業日（長期休業期間）、土曜日において希望する開所時間   （n＝4,264【区分２保護者】） 

 

 

（ｲ） 夏季休業期間の割増料金の設定についてどう思いますか。 

（n＝6,461【保護者】、100【運営法人】、324【主任】） 

 

   

50.5%

29.5%

38.4%

41.0%

16.5%

55.4%

29.7%

35.1%

36.5%

17.6%

57.1%

34.1%

34.1%

34.1%

14.3%

42.3%

50.0%

50.0%

69.2%

23.1%

47.2%

25.3%

39.9%

42.1%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

簡単に取り組める事例集

簡単に取り組める事例の紹介（動画）

民間事業者と連携して取組める活動の斡旋

地域で活動する方との連携支援

追加の予算

全体 地域立上げ法人 地域立上げ法人（主任） 公募法人 公募法人（主任）

7.2%

12.3%

22.2%

37.0%

0.3%

0.8%

1.9%

3.9%

4.9%

9.9%

1.0%

1.8%

62.5%

34.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

学校休業日
（長期休業期間）

8時00分より前 8時00分 8時05分 8時10分 8時15分 8時20分 8時25分 8時30分（現状のままでよい）

割増料金を設定すべき

19.3%

36.0%

32.7%

預かりの時間が長いた
めやむを得ない

31.6%

20.0%

32.1%

サービスが拡充（開所時間の前倒し
等）されるのであれば理解できる

38.4%

18.0%

14.2%

割増料金を設定す
べきではない,

10.7%

26.0%

21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

運営法人

主任



8 
 

（ｳ） 長期休業期間において開所時間を現在の８時 30 分から 15 分～30 分程度前倒しをした場合、

夏季休業期間中（７月・８月）の割増料金として、現在の利用料【ゆうやけ（区分２A、17時ま

で）月額 2,000円、ほしぞら（区分２B、 19時まで）月額 5,000円】に割り増す金額としてふ

さわしい金額は。 

 （n＝4,264【区分２保護者】） 

 

％：小数点第２位以下四捨五入 

 

 

 

アンケート結果の全体版については、横浜市ウェブページに掲載しています。 

 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/city-

info/yokohamashi/org/kodomo/sonota/shingikai/kaigi/kokokaigi.html 

 

横浜市トップページ>市の情報・計画>横浜市について>市の組織>こども青少年局の紹介> 

その他>審議会・検討会>横浜市子ども・子育て会議> 

横浜市子ども・子育て会議 会議資料・会議録 

 

「放課後部会」第４回（令和３年 12月９日） 会議資料 参照 

500円程度, 31.1%

1000円程度, 27.5%2000円程度, 12.2%

3000円程度, 6.1%

4000円程度, 0.7%

5000円程度, 2.4% ０円, 14.7%

その他, 5.3%

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/org/kodomo/sonota/shingikai/kaigi/kokokaigi.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/yokohamashi/org/kodomo/sonota/shingikai/kaigi/kokokaigi.html
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